ここ で は SystemVerilog に 関す る 標準 化 活 動 に つい て 紹介 す 
る . SystemVerilog 言語 標準 化 の 経緯 や 各 標 準 化 組織 の 活動 
内 容 な ど を 説明 する . (編集 部 ) 


本 稿 で は , SystemVerilog の 標準 化 ・ 普 及 推 進 活動 に 取り 組 
ん で いる JEITA /EDA 技術 専門 委員 会 SystemVerilog タ スク 
グル ー プ , Accellera, IEER The Institute of Electrical and 


Electronics Engmeers, Inc.), IEC International Electrotechnical 


図 1 
標準 化 組織 と 」EITA 


IEICE 電子 情報 通信 学会 ) 凶 


IIC9SING 


旧 


WG2 J NC 


国際 組織 


J EIT 電子 情報 技術 産業 協会 ) 較 


EDA-TG EDA 技 術 専門 委員 会 ) 図 


STD-TS 標準 化 小 委 員 会 ) 図 


SystemC こ タス ク グ ルー プ 図 
SystemVeriiopg タ スク グル ー プ 較 


Commission) /TC98 Techmical Committee 93) /WG% Working 
Group 2) の 活動 内 容 を 紹介 し ます . な お , それ ぞ れ の 標準 化 組 
織 の 関係 に つい て は , 図 1 を 参照 し て くだ さい . 


念 日 本 か ら 参 加 , JEITA SystemVerilog タス ク グ ルー プ の 活動 
電子 情報 技術 産業 協会 JPITTA) に 属す る 組織 と し て , EDA 

( electronic design automation) 技術 専門 委員 付 EDA-TC) が 
あり ます . EDA-TC は , 電子 機器 の 設計 自動 化 に か か わる さま 


国際 )TC93 


IEEE 
IEEE-SA | CAG な ど 図 


メン バ と し て 参加 図 


ぐー 1 作業 
各 WG P1666, P1800,.…) 
協調 作業 図 


協調 作業 図 


Accellera 


( a) 標準 化 組織 の 間 の 関係 較 


Accellera 


EDA に 関す る 技術 の 標準 化 ・ 普 及 推進 組織 , http://www.accellera.org/ 


CAG Corporate Advisory Group) 


IEEE-SA の 幹事 企業 の グル ー プ , http://standards.ieee.org/sa-mem/caginfohtml 


DASG Design Automation Standards Committee) 


IEEE の 下部 組織 で 設計 自動 化 に 関す る 標準 化 委 員 会 , http://www.dasc.org/ 


IEC International Electrotechnical Commission) 


電気 電子 分 野 に 関す る 国際 標準 化 機関 , http://www.iec.ch/ 


IEEERK The Institute of Electrical and Electronics Engineers, Inc.) 


米国 の 電気 電子 分 野 の 国際 的 な 学会 組織 , http://www.ieee.org/ 


IEEE-SA( Standards Association) 


IEEE の 下部 組織 で 標準 化 協会 。 http://standards.ieee.org/ 


OSCK Open SystemC Initiative) 


SystemC 言語 の 標準 化 ・ 普 及 推 進 組織 , http//www.systemc.org/ 


日 本 の 組織 


EDATG EDA Technical Committee : EDA 技術 専門 委員 会 


JEITA 半導体 部 会 の 下部 組織 で EDA 技術 に 関す る 委員 会 , 
http://edajcs.es.osaka-u.acjp/jeita/eda/index jp.html 


IEICE The Institute of Electronics, Information and Communication Engineers) 


団 法人 電子 情報 通信 学会 , http://wwwjeice.org/ 


JEITA( Japan Electronics and Information Technology Industries A ssociation) 


団 法人 電子 情報 技術 産業 協会 , http://wwwjeita.orjp/ 


STD-TSC Standard Technical Sub Committee : 標準 化 小 委 員 会 


JEITA EDA 技術 専門 委員 会 の 下部 組織 で EDA 標準 に 関す る 小 委員 会 


( b) 標準 化 組織 
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ざま な 活動 を 行っ て いま す . その 活動 の 一 つと し て , EDA 技 
術 に 関す る 標準 化 活動 と 関連 機関 ・ 団体 へ の 協力 ・ 貢献 が あり 
ます . 

これ を 実現 する た め に , 下部 組織 と し て 標準 化 小 委員 人 礁 STD- 


TSC) が 設け ら れ て お り , IEC や IEEE な どの 国際 的 な 標準 化 活 
動 に 対し て , 標準 化 提案 の 検証 , 技術 提案 , 交流 会 議 の 開催 な 
ど を 行っ て いま す . 例え ば 2003 年 度 か ら は , SystemC お よび 
SystemVerilog の 言語 標準 化 に 取り 組む 二 つ の タス ク グ ルー プ 
を 発足 させ , 活動 を 開始 し まし た . 

SystemVerilog タ スク グル ー ズ 表 1) の 活動 目的 は , 国際 標 
準 化 に 貢献 する こと と , 日 本 の 半導体 産業 界 に お いて System 
Verilog の 適用 容易 性 を 高め , 設計 品質 の 向上 に よっ て 国際 的 な 
競争 力 を 確保 する こと で す . その た め に IEEE, IEC, Accellera 
な どの 標準 化 組織 と 連携 し , 日 本 の 要望 に 沿っ た 形 で の 言語 仕 
様 の 標準 化 を 進め る と と も に , 国内 に お ける SystemVerilog 適 
用 の 普及 推進 に も 取り 組ん で いま す . 

これ まで の お も な 活動 内 容 は 以下 の と お り です. 

1) 米国 で 開催 され て いる Design & Verification Conference 

( DVCon) や Design Automation Conference DAC) に お 

ける 最新 情報 の 収集 
2) IEEE P1800 Working Grou6 以下 WQG), Accellera と の 合 

会 議 の 開催 , IEC/TC93/WG2 国 際 会 議 へ の 参加 
言語 仕様 の 技術 的 検討 と IEEE P1800 WG へ の Issue Report 
の 提出 
4) IEEE P1800 標 準 化 投 票 へ の 参加 
5) SystemVerilog ユ ー ザ フォ ー ラ ム の 開催 

3) の Issue Report と し て , 2004 年 8 月 に SystemVerilog タ 
スク グル ー プ より 32 件 の フィ ー ド バッ パ 提案 ) を Accelera 
SystemVerilog Technical Committee 以下 TC) と IEEE P1800 
WG へ 行っ て いま す . 

4) の IEEE P1800 標 準 化 投票 に つい て は , まず 投票 権 を 得る 
た め に IEEE の 標準 化 機関 で ある IEEE-SA Standards Associ- 
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ミン 


表 1 」EITA /EDA 技術 専門 委員 会 SystemVerilog タス ク グ ル 


ー プ の メン バ 
竹 志 先 所 属 

主査 浜口 加 寿美 松下 電器 産業 
副 主 査 明石 貴昭 日 本 シノ プシ ス 
委員 湯 井 丈 晴 沖 ネ ットワーク エル エス アイ 
同上 杉江 誠 図研 
同上 土屋 丈 彦 東芝 
同上 後藤 謙治 日 本 ケイ デン ス ・ デ ザイ ン ・ シ ステ ムズ 社 
同上 千 綿 幸雄 富士 通 
同上 山元 渉 メン ター・ グ ラフ ィ ッ クス ・ ジ ャ パン 
同上 高 鶴 美 夫 ルネ サス テク ノロ ジ 
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ation) の メン バ と な り , 2005 年 6 月 に IEEE P1800 標 準 化 承認 
の た め の 最 終 投票 に 参加 し まし た . 
5) の SystemVerilog ユ ー ザ フォ ー ラ ム は , 2005 年 1 月 に EDS 
( Electronic Design and Solution)Fair と 同時 開催 し た EDA 技 
術 専門 委員 会 主催 び 9 シス テム ・ デ ザイ ン ・ フ ォ ー ラ ム 2005」 の 
一 部 と し て 実施 し まし た . 第 1 回 目 の イ ベン ト で ある に も か か 
わら ず 200 名 を 超え る 参加 が あり , アン ケー ト の 結果 か ら も 日 
本 市 場 が SystemVerilog に 育 定 的 で ある よう に 見 えま し た . 
今後 も , 国際 標準 化 組織 と 連携 し た 標準 化 活動 を 展開 する と 
と も に , SystemVerilog に 関す る 技術 情報 を 幅広 く 入手 し , 情報 
公開 を 行っ て いく 予定 で す . また , 2005 年 度 は , SystemVerilog 
関連 の 専門 用 謀 英語 ) に 対す る 標準 的 な 和訳 を 定め る こと に よ 
り , 日 本 国内 に お ける 統一 的 な 訳語 利用 を 推進 する こと も 予定 
し て いま す . さら に 普及 推進 活動 の 一 環 と し て , 2006 年 1 月 に 
第 2 回 SystemVerilog ユ ー ザ フォ ー ラ ム を EDS Fair 2006 と 同 
時 開催 する こと を 計画 し て いま す . 


こ ー 


人 @ SystemVerilog の 生み の 親 , Accellera の 活動 

Accellera は , 2000 年 に Verilog HDL の 標準 化 ・ 普 及 推 進 組 
織 で ある 旧 Open Verilog Internationa( OVI) と , VHDL の 標 
準 化 ・ 普 及 推進 組織 で ある 旧 VHDL Internationa( VI) が 統合 
され て 誕生 し まし た . この Accelera が SystemVerilog の 生み 
の 親 で す . Accellera の 活動 目的 は , EDA 標準 を タイ ムリ に ユ 
ー ザ が 使え る よう に 標準 化 プ ロ セ ス を 加速 accelerate) す る こ 
と で あり , 組織 名 の 由来 も ここ に あり ます . 

Accellera は , 標準 を ゼロ か ら 作る こと は た い へ ん な 作業 で , 
実用 レベ ル に 達する まで に 多く の 時 間 を 要する と 考え て お り , 
その プロ ジェ クト の 多く は ド ネー ショ ン ( 寄贈 ) ベ ペー ス で 開始 さ 
れ て いま す . ド ネー ショ ン さ れ た 技術 は , Accellera の 各 TC の 
メン バ に よっ て 推 こ うさ れ ま す . 実用 標準 レベ ル の 完成 度 ま で 
高め た の ち , 国際 標準 化 組織 IEEE や TIEC) ヘ へ ド ネー ショ ン を 
行い , 各国 際 標 準 化 組織 の 承認 を 得る と いう プロ セス を と っ て 
いま す . これ まで の 標準 化 プ ロ セ ス は , これ ら 国 際 標 準 化 組織 
が 内 部 に WG な ど を 設置 し , 作業 を 行っ て いた た め , 標準 規格 
が で き 上 が る まで に 非常 に 長い 期間 を 要 し て いま し た . 

Accellera の プロ セス を 経て 世に 送り 出さ れ た 標準 規格 は , タ 
イム リ か つ 実 績 に 裏打ち され た 技術 で あり , ユー ザ は 安心 し て 
使う こと が で きる と いう メリ ッ ト が あり ます . 

SystemVerilog に つい て は, 旧 CoDesign Automation 社 か 
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ら Superlog 言語 の ド ネー ショ ン を Accellera が 受け , プロ ジェ 
クト が 開始 され まし た . この SystemVerilog が 世に 最初 に 送り 


出さ れ た の は , 2002 年 に 米国 ルイ ジア ナ 州 New Orleans で 開催 
され た DAC で し た . その 後 , 米国 Synopsys 社 か ら OpenVera 


HVK hardware verification anguage), OpenV era Assertion, 
Direct-C な どの 検証 関連 技術 の ド ネー ショ ン が 行わ れ , System 
Verilog に 検証 構文 が 追加 され る こと と な り ま し た . そし て , 2003 
E の DAC で は , 世界 初 の 設計 ・ 検 証 統合 言 許 HDVL: hard- 


RT 


ware description and verification language) と し て , System 
Verilog 3.1 が リリ ー ス され まし た . 

SystemVerilog 3.1 が 登場 し た 後 , 米国 Mentor Graphics 社 , 
米国 BlueSpec 社 , 米国 Novas Software 社 か ら 追加 ネー ショ ン 
が 行わ れ , 2004 年 5 月 に Accellera と し て の 完成 版 で ある System 
Verilog 3.1aA が リリ ー ス され まし 如 図 2). 

Accellera は この SystemVerilog 3.1a を も っ て 開発 を 完了 と 
し , IEEE へ その 成果 を ド ネ ーション し , それ 以降 の 標準 化 作 
業 は IEEE P1800 WG に 引き 継が れ ま し が 図 3). 

JEITA/EDA 技術 専門 委員 会 SystemVerilog タス ク グ ルー プ 
は , お も な Accellera SystemVerilog TC ミ ー テ ィング へ 参加 
し た り , LRM language reference manual) に 関す る Issue 
Report を 提出 し て , Accellera と 交流 し て いま す . 


言語 標準 化 の 事実 上 の ゴー ル , IEEE の 活動 


IEEE は , 米国 に 本 部 を 置く 電気 ・ 電 子 ・ 情 報 関連 の 国際 学会 
で す . IEEE に お いて , DASC Design Automation Standards 
Committee) や SA Standards Association) が 電子 産業 に お け 
る 設計 自動 化 関連 の 標準 化 に 携わっ て いま す . 従来 の 活動 の 』 
心 は VHDI( IEEE Std 1076) と Verilog HDI( IEEE Std 1364) 
に 関連 する 設計 と 検証 で あり , タイ ミン グ 情 報 や 論理 合成 , 算 
術 関数 , テス ト の 標準 化 に 注力 し て いま し た . また , 適用 範囲 
を シス テム ・ レ ベル まで 拡大 し , ミッ クス ト ・ シ グ ナ ル アナ 
ログ ・ デ ィ ジ タル 混載 ) や ハー ド ウェア ・ ソ フト ウェ ア 協 調 設計 
な どの 拡張 規格 の 標準 化 も 検討 し て いま す . 

2004 年 に は , SystemC と SystemVerilog の 標準 化 プ ロジ ェ ク 
ト と し て , それ ぞ れ P1666, P1800 が スタ ー ト し まし た . よく 目 
に する 番号 の 前 の ' P" は PAR Project Authorization Request) 
の 略 で , “ Std" は Standard の 略 で す . つま り , 標準 化 前 の 活動 
段階 で は P で , 標準 化 が 完了 する と Std に な り ま す . 

表 2 に , SystemVerilog の 標準 化 に 関し て P1800 WG が 行っ 
て きた 活動 と 今後 の 予定 を 示し ます . 投票 ば 賛成 」,「 反対 意 
見 付き )」,「 反対 意見 な し )」,「 棄権 」 か ら 選 択 で きま す . ここ 
で 反対 と 表明 し た 委員 の 意見 が 次 の ドラ フト に 反映 され ます . 
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SystemVerilog 3.1a 図 


HDL 委員 会 


拡張 enhancement) 委員 会 SV-EC) 
議長 : Devid Smith 図 
( Synopsys 社 ) 図 
共同 議長 : Neil Korpuskk 図 
( Sun Microsystems 社 ) 図 


ベー シッ ク 委 員 会 SV-BC) 図 
議長 : Johny Srouj 鐘 
( Inte 社 ) 較 
共同 議長 : Karen Pieper 較 
( Synopsys 社 ) 図 
SystemVerilog 3.0 の クリ ー ン ナッ プ 凶 
e 構文 の 検討 凶 
e 仕様 の 明確 化 凶 


新 機能 の 標準 化 凶 
ゃ テスト ベン チ の ド ネー ショ ン 図 
ゃ その ほか の 機能 強化 較 


ツー ル 実 装 へ の フィ ー ド バッ ク 図 


図 2 Accellera の SystemVerilog 3.1a 組織 


SystemVerilog 3.0 
まで 1 年 の 作業 図 


2001 2002 


図 3 
SystemVerilog 開発 の 歴史 


議長 : Vassiios Gerousis( Infineon Technologies 社 , Accellera Technical Committee 議長 ) | 較 


アサ ーション 委員 会 (SV-AC) 図 
議長 : Faisal Haque 較 
( Csco Systems 社 ) 図 
共同 議長 : Steve Meier 図 
( Synopsys 社 ) 図 
アサ ーション の 標準 化 較 
eOpenVera ア サー ショ ン 図 
( OVA) の ド ネー ショ ン 図 
PSL と の 整合 性 の 検討 較 


言語 /API 委 員 会 SV-CC) 図 
議長 : Swapnajt Mittra 較 
( Silicon Graphics 社 ) 図 
共同 議長 : Ghassan Khoury 図 


( Synopsys 社 ) 較 
言語 イン ター フェ ー ス の 標準 化 凶 
e HDL か ら C の 呼び 出し 図 
e ゃ カバレッジ AP 隊 
e C か ら HDL タス ク / 関 数 の 呼び 出し 


SystemVerilog いい SystemVerilog 3.1a 
まで 1 年 の 作業 較 


まで 1 年 の 作業 図 


Accellera か ら 較 
IEEE へ 図 


Mentor 社 , 較 
BlueSpec 社 , 較 


Novas 社 か ら の 図 ド ネ ーション 較 


IEEE に よる 標準 化 較 
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図 4 
IEEE P1800 の 組織 


チャ ン ピ オ ン は , P1800 と P1364 の 整合 性 を 
監視 する 役割 を 果たす . 


主査 : Karen Pieper 


IEEE P1800 較 
SystemVerilog WG 


LRM: Stu Sutherland 


主 査 : Johny Srouji 

副 主 査 : Shrenik Mehta 

幹 事 : Dennis Brophy 

プロ グラ ム ・ マ ネー ジャ : Noelle Humenick 


主 査 : Tom Fitzpatrick 
共同 主査 : Neil Korpusik 


P1800 Errata 図 
サブ WG 


SystemVerilog 図 SystemVerilog 図 SystemVerilog 図 
ベー シッ ク 委員 会 拡張 委員 会 アサ ーション 図 
委員 会 
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出来 事 
Accellera か ら IEEE へ SystemV erilog の ド ネー ショ ン 
IEEE P1800 WG 発 足 
P1800 draft1 作成 
P1800 draft2 作 成 
P1800 draft3 作 成 
P1800 draft4 作 成 , 第 1 回 投票 
P1800 draft5 作 成 , 再 投票 
IEEE P1800 承 認 予定 ) 
IEEE Std 1800.2005 リ リー ス ( 予定 ) 


2005 年 6 月 の 再 投票 で は , 第 1 回 投票 の 反対 」 か ら | 賛成 」 へ の 
変更 , また は 引き 続 着 反対 」 と する こと だ けが 認め られ て いま 
す . これ は , ドラ フト 完成 まで の 期間 が 長引く こと を 防止 する 
た めで す . 

今回 の 投票 で は , この ほか に も 長期 化 の 防止 策 が と られ て い 
ます . 従来 , IEEE Std の 取得 に は お よそ 4 5 年 か か っ て いま 
し た . これ は , 従来 の 投票 権 が 個人 ベー ス で あっ た た めで す . 
個人 ベー ス の 投票 時 に ひと り で も 反対 意見 が あっ た 場合 , それ 
に 対し て WG が 回 答 を 提出 し , それ を 収束 させ な けれ ば な り ま 
せん で し た . これ に 膨大 な 時 間 と 労力 を 費やし て いた た め , 
IEEE は タイ ムリ に 標準 規格 を リリ ー ス で き な か っ た の で す . 今 
回 の SystemVerilog の 標準 化 で は 組織 ベー ス の 投票 を 行っ て い 
ます . つま り , 同一 組織 内 の 各個 人 の 意見 は 組織 と し て 集約 さ 
せ て か ら 組織 の 代表 が 投票 を 行う と いう 形 で す . ここ で いう 組 
織 と は IEEE-SA CAG Corporate Advisory Group) の メン バ 
と な り ま す . 前 述 し た よう に JEITA は IEEE-SA の メン バ で あ 
り , 投票 権 を 有 し て いま す . 

Accellera か ら IEEE に SystemVerilog の 活動 が 移行 する 際 
に , 従来 か ら Verilog HDL の 標準 化 に 取り 組ん で きた P1364 
WG と の 関係 で 白熱 し た 議論 が 交わ され た 時 期 が あり まし た . そ 
の 結果 , P1364 は IEEE Std 1364.2001 に 対す る 小さ な 修正 に と 

め , 機能 拡張 な か ど は すべ て SystemVerilog に 取り 込む こと が 
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IEEE で 決定 され まし た . 現在 , P1800 WG と P1364 WG は 一 
の コン ト ロー ル 下 に 置か れ て いま す . P1364 WG は IEEE Std 1364- 
2005 の 作成 に 向け て , P1800 WG と 同期 し て 作業 を 進め て いま 
す . 図 4 に P1800 WG と P1364 WG の 組織 図 を 示し ます . 

これ まで JEITA EDA 技術 専門 委員 会 は , IEEE DASC の メ 
ン バ と し て 関連 する WG に 参加 し , 標準 化 案 に 日 本 の 意見 を 反 
映 さ せ て きま し た . 2004 年 12 月 に は IEEE-SA の 正式 メン バ に 
も な り , IEEE の 標準 化 活動 の ド ラフ ト ・ レ ビュ ー, 標準 化 案 
の 改善 提案 , 投票 を 通じ て 積極 的 に 参加 し て いま す . System 
Verilog に つい て は , P1800 の 正式 メン バ と し て 前 述 の 投票 へ の 
参加 , 国内 メー カ の 意見 の 吸い 上 げ , P1800 へ の 検討 要求 な ど 
の 活動 を 実施 し て いま す . 


@ IEEE と 共同 歩調 , IEC/TC93/WG2 の 活動 

IEC は 1906 年 に 設立 され た 歴史 の ある 国際 標準 化 組織 で す . 
設計 自動 化 を 取り 扱う TC93 は 1992 年 に 設立 され , その 下部 
組織 の WG2 が ハー ド ウェ ア 記 述 言語 を 対象 と し た ワー キン グ ・ 
グル ー プ と な り ま す . IEC/TC93/WG2 は , 現在 , SystemC と 
SystemVerilog の 標準 化 に 取り 組ん で いま す . 

従来 は , IEEE の 標準 化 作業 終了 後に IEC の 作業 が 行わ れ て 
いま し た . し か し 現在 は , 標準 化 作業 の 効率 化 の た め , IEEE 
と IEC の デュ アル ・ ロゴ 方 現 両方 の 標準 と し て 認定 する 方 式 
が 多く 取り 入れ られ て いま す . SystemVerilog も この 方 式 を 用 
いて 早期 に IEC 標 準 と な る 予定 で す . 
日 本 で は 電子 情報 通信 学会 内 に IEC/TC93 日 本 国内 委員 会 が 
設置 され て いま す . IEC/TC93/WG2 は , JEITA EDA 技術 専 
門 委 員 会 の 下部 組織 で ある 標準 化 小 委 員 会 と 内 容 が 重複 する 点 
が 多い た め , 日 本 国内 で は 合同 会 議 を 行っ て いま す . 


J EITA /EDA 技術 専門 委員 会 SystemVerilog タス ク グ ルー プ 


